
- 1 - 

 

新潟県カーボン・オフセット制度コーディネーターに関するＱ＆Ａ 

（2022年 12月概要版） 

新潟県環境政策課 

 

Ｑ１ コーディネーター制度とはどのような制度なのか。 

Ａ１ 新潟県と協定を締結し、各プロジェクト実施者と契約を交わしたコーディネ

ーターが、プロジェクト実施者と取引先企業等の橋渡しを行うことで、企業等

による新潟県カーボン・オフセットのクレジット活用を促進するための制度で

す。 

 

Ｑ２ コーディネーター制度の流れと各当事者の役割を教えて欲しい。 

Ａ２ 別添「新潟県カーボン・オフセット制度におけるコーディネーター制度のフ

ロー図」を確認してください。各当事者の役割は以下のとおりです。 

当事者 役割 

コーディネーター 

・新潟県カーボン・オフセット制度の普及拡大。 

・制度に関心を示す取引先企業等を、書面により 

プロジェクト実施者へ紹介。 

プロジェクト実施者 

・コーディネーターから紹介された企業等の求め 

に応じて、プロジェクトの詳細などを説明。 

・紹介を受けてクレジット売買に至った案件の手 

数料をコーディネーターへ支払い。 

新潟県 

・新潟県カーボン・オフセット制度並びにコー 

ディネーター制度の全体統括、利用促進。 

・コーディネーターの活動の広報や支援。 

 

Ｑ３ コーディネーターが紹介業務を行う際の資料は何を利用すれば良いか。 

Ａ３ 新潟県やプロジェクト実施主体が作成、配布する普及啓発用のＰＲ用チラシ

や事例集などを活用してください。新潟県から随時提供しますが、追加で必要
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になった場合は、必要部数を県にお伝えください。 

 

Ｑ４ コーディネーターがプロジェクト実施者から受ける手数料の目安は。 

Ａ４ 各プロジェクト実施者との契約内容によりますが、過去の実績では、紹介先

とプロジェクト実施者のクレジット売買契約の契約料金の額に対して、５パー

セント程度となっています。 

 



 別添  

新潟県カーボン・オフセット制度におけるコーディネーター制度のフロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① コーディネーター → 企業等 制度の案内など 

取引先企業等へ新潟県カーボン・オフセット制度を案内し、意向を確認。 

③ コーディネーター → プロジェクト(ＰＪ)実施者 企業等の紹介 

コーディネーターは、クレジット購入に前向きな企業等を、当該企業等の同意を得て

紹介状等の書面によりクレジット購入希望ＰＪの実施者へ紹介。 

 

④ ＰＪ実施者  → 企業等 ＰＪの詳細や購入手続きなどの説明 

クレジット購入に前向きな企業等へのＰＪ単位の詳しい説明、事務処理

のクレジット売買契約前の詳しい説明をＰＪ実施者から行う。 

 

各ＰＪの手続きに沿って、企業等とＰＪ実施者の間でクレジット売買契約締結 

⑤ ＰＪ実施者 → コーディネーター 状況報告 

クレジット売買契約締結を証する書類の提出。 

契約料金が企業等から支払われた旨を報告。 

１年以内 

⑦ ＰＪ実施者 → コーディネーター 

正当な請求書を受理した日から 30日以内に手数料を支払う。 

取引先企業等が 

制度や活用方法などの説明を希望 

② コーディネーター → 新潟県 企業等への制度説明等を依頼 

 全般的な制度や活用方法などの詳しい説明は、県でフォロー。 

県からコーディネーターへ 

聴き取った企業等の意向を返す 取引先企業等が 

クレジット購入意向あり 

⑥ コーディネーター → ＰＪ実施者 手数料請求 

手数料の請求は請求書で行う。 


